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The relationship between desire for Thinness and Bone Mass in Young Woman.
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要約
　本研究では、若年女性のやせ志向と骨量の関連を明らかにする事を目的とし、2006年及び2007年入学
の女子大学生134名を対象に身体計測、骨量測定及び理想体重を調査した。調査の結果、実測BMI20.8 １
±2.58kg/m２に比べ、理想とするBMIは19.64±1.74 kg/m２と有意に低く、やせ志向が伺えた。実測BMI
群別に骨量を比較した結果、BMI18.5未満群（n=20）及び18.5以上21.0未満群（n=58）は21.0以上25.0
未満群（n=46）に比べ骨量が有意に低値であった（p<0.05）。BMI18.5未満群及び18.5以上21.0未満群を
やせ志向の有無により群分けし、骨量を検討したところ、18.5未満群のやせ志向者（n=６）は骨量が低
値傾向を示した。
　以上の事からBMI21.0未満では骨量が低く、やせ志向のある者は骨量低下を招きやすいことが示唆され
た。
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緒言
　近年、先進諸国で若年女性の「やせ」が問題となっている。やせ（低体重）とは体格指標の一つである
Body Mass Index（BMI）が18.5kg/m２未満と定義されている１）。我が国の20歳代女性のやせの割合は
1987年に18.6％であったが、20年後の2007年には25.2％と増加傾向にある２）。平成20年国民健康・栄
養調査において、20歳代女性の理想のBMIは19.0 kg/m２であった。標準とされるBMI22 kg/m２と比べ低
値を示し、やせ志向が明らかとなった３）。極端なやせ志向は、低栄養から月経異常を引き起こし、骨量低
下を招くことが指摘されている４）。また、体格と骨量の関連性については、数多く検討されており、幅広
い年代で、体重と骨量には正の相関関係が報告されている５）６）７）。低いBMIは将来の骨折リスクを上げる
と指摘されている８）ことから、適正体重を維持することは、将来の骨粗鬆症予防という観点からも重要
である。
　そこで本研究では、女子大学生を対象にやせ志向を調査すると共に、骨量との関連を明らかにする事を
目的とした。
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方法
　１．被験者
　被験者は研究の趣旨を説明し文書にて同意を得た2006年度及び2007年度入学の女子大学生134名
（19.22±0.29歳）とした。測定及び調査は１学年時の11月～12月に行った。本研究は「和洋女子大学
ヒトを対象とする生物医学的研究・疫学的研究に関する倫理委員会」にて承認を得て実施した。
　２．測定及び調査項目
　１）骨量測定
　本研究では骨量を超音波骨量測定装置（Lunar社製,A-1000 EXPRESS）を用いて測定した。骨量は二重
エネルギーX線吸収方法（Dual-energy X-ray absorptiometry : DXA）を用いて測定する方法がゴールデン
スタンダードとされている。しかし、微量ではあるが放射線被爆がある。そこで、我々は非侵襲的に測定
できる超音波法を用い、荷重骨である踵骨を測定した。超音波法による骨量測定装置は、骨量のみでなく
骨質も評価できる方法として注目され、大腿骨骨折との相関が認められている方法である９）。この機械で
は超音波減衰係数（broadband ultrasound attenuation : BUA）と超音波伝播速度（speed of sound : 
SOS）が測定される。BUAは骨の硬度を反映し、密度の高い骨では大きい値を示す。SOSは骨の密度と弾
性力を現す指標で、骨量の多い骨では高い値を示す10）。これらより計算上の骨の強さを示す「Stiﬀ ness（骨
量という）」が算出される。次の式によりStiﬀ nessを求めた。
　Stiﬀ ness＝（0.667×BUA）＋（0.278×SOS）－417 11）
　この３指標をQUS指標（骨量指標）とした。対象骨は右踵骨とした。被験者測定の前には必ず同一人物
が５回連続測定を行い、変動誤差（coeﬃ  cient of variation : CV）を算出し、本装置の測定誤差が２％以
内であることを確認した。
　２）体格指標
　体格指標として身長、体重、体脂肪率（TNITA社製,TBF-102）を測定した。体重と体脂肪率からBMI、
体脂肪量（fat mass : FM）、除脂肪体重（lean body mass : LBM）を算出した。なお、体重、体脂肪率の
測定の際には測定条件を一定にし、誤差を最小限に抑えるように配慮した。被験者の体格指標を表１に示
した。
　３）体型に関する調査
　体型に関する調査は質問紙法にて行った。「変化させたい体重」を記入させ、実測体重より理想体重お
よび理想BMIを算出した。やせ志向の有無は、「変化させたい体重」が「０kg」もしくは「+○kg」と回答
した者は「やせ志向なし」。「－○kg」と回答した者は「やせ志向あり」と判断した。対象者をBMIにより
群分けした。BMIの判定基準１）、および対象者のBMI平均値である21.0 kg/m２により４群に分けた。
BMI18.5未満群（n=20）、BMI18.5以上21.0未満群（n=58）、BMI21.0以上25.0未満群（n=46）、BMI25.0
以上群（n=10）の４群で検討した。
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３．統計処理
　QUS指標と各体格指標との相関関係はPearsonの単相関係数を用いて検討した。群間の比較には一要因
分散分析を用い、有意差が認められた場合はTukey法にて多重比較を行った。いずれも有意水準は５％と
した。統計解析にはSPSS　Ver.18 を用いた。
結果
１．体格とやせ志向について
　対象者の身長および体重は、平成19年国民健康・栄養調査による同年代の平均値２）と比較し、差はな
く標準的な集団であった。体格と変化希望体重の関係を図１に示した。BMIと変化希望体重の間に負の相
関関係が認められた（r=－0.78，p<0.001）。表２に群別の実測BMIと理想BMIの比較を示した。対象者全
体の実測BMI20.81±2.58kg/m２に比べ、理想BMIは19.64±1.74 kg/m２であり、有意に低値を示した。
対象者をBMIの判定基準および全体の平均値により４群に区分して検討した。BMI群別のやせ志向者の割
合は18.5未満群が30.0%、18.5以上21.0未満群が64.9%、21.0以上25.0未満群が95.6%および25.0以上群
は100％であった。
表１　被験者の体格指標（n＝134）
図１　実測BMIと変化希望体重の関係
［変化希望体重］
（㎏）
【BMI】
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２．体格と骨量について
　被験者のQUS指標を表３に示した。Stiﬀ ness、BUAおよびSOSを20歳代の基準値12）と比較したところ、
今回の対象者は高値を示した。各体格要素とQUS指標の相関関係を表４に示した。Stiﬀ nessは体重（p<0.05）
およびBMI（p<0.05）と正の相関が認められた。BUAは体重（p<0.01）、BMI（p<0.01）、体脂肪率（p<0.05）、
体脂肪量（p<0.05）およびLBM（p<0.001）と正の相関が認められた。図２にBMI群別の骨量比較を示し
た。Stiﬀ ness（骨量）は４群間に有意差が認められ、多重比較を行った結果、BMI18.5未満群（n=20）お
よび18.5以上21.0未満群（n=58）に比べ、21.0以上25.0未満群（n=46）の骨量が有意に高値であった
（p<0.05）。
表２　実測BMIと理想BMIの群別比較
表３　被験者のQUS指標（n＝134）
表４　QUS指標と体格の相関関係
図２　BMI群別骨量比較
12）
［Stiﬀ ness］ 18.5未満（n=20）
18.5 未満（n=20）18.5－21.0（n=58）21.0－25.0（n=46） 25.0以上（n=10）
＊ p<0.05
18.5－21.0（n=58）
21.0－25.0（n=46）
25.0以上（n=10）
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３．やせ志向と骨量について
　BMI21.0未満群において骨量低値を示したことから、やせ志向と骨量の関連を検討するために、
BMI18.5未満群および18.5以上21.0未満群の２群を、やせ志向の有無別に骨量を比較した。その結果、
BMI18.5未満群においてやせ志向を有していた者は、そうでない者に比べ、有意差は認められなかったが、
骨量が低値傾向であった。
考察
　本研究は女子大学生を対象として、やせ志向と骨量の関係を検討する事を目的とした。対象者の理想
BMIは19.64±1.74 kg/m２で実測BMI20.81±2.58 kg/m２より有意に低かった。理想のBMIを19.0とする
報告３）があり、本研究の対象者と同程度であった。対象者をBMI判定基準１）および本対象者の実測BMI平
均値により４群に分け検討した。BMI25.0以上群の理想BMIは22.97 kg/m２で、標準とされるBMI22 kg/
m２を目指していると推察された。しかし、他３群の理想BMIは標準BMIより低値を示し、やせ志向が伺
えた。吉池ら13）は、体重が「普通」であるにも関わらず、自分の体型を「太っている」と認識する者が
増加しており、体重が「普通」と判定される者の約60％前後が、体重を減らそうとしていると述べている。
本研究においても、減量の必要がないBMI18.5未満群で30.0%、18.5以上21.0未満群で64.9%が「体重を
減らしたい」と答えており、やせ志向が多く存在している事が明らかとなった。女子大学生において、健
康にとって必須である“適正体重”を正しく認識していない現状にある事が示唆された。
　骨量は10歳代後半から20歳代にかけ最大骨量（Peak Bone Mass : PBM）を獲得し、閉経まで維持する
とされている。本研究の対象者は19.22±0.29歳であり、PBMに達していると推測された。BMI群別に骨
量を検討した結果、BMI21.0以上25.0未満群に比べ、18.5未満群および18.5以上21.0未満群は有意に低
値を示した。体格と骨量の関連についての報告は多く５）６）７）骨量は体格の影響を受ける。特に、BUAは
体格要素の影響をより強く受けると報告されている14）。本研究の結果においても、体重が骨量に大きな要
因であった。また、BUAはStiﬀ nessよりも体格要素と高い正の相関関係が認められたことから、先行研究
を支持する結果であった。
　Miyabara et al.15）は、腰椎の平均的骨密度を獲得するには、BMI20.8 kg/m２以上が必要であると述べ
ている。骨量は体格要素の影響を受けることから、適正体重より減量しようとする事は、骨量を低下させ
ることに繋がる５）７）と推測される。そこで、BMI21.0 kg/m２未満の２群を対象に、やせ志向の有無によ
り２群に分け、骨量の比較を行った。その結果、やせ志向を有する者は、やせ志向の無い者と比較し、有
意な骨量低値を示さなかった（図３）。BMI18.5 kg/m２未満群では、対象者が少ないこともあり、有意な
図３　やせ志向有無による骨量比較
［Stiﬀ ness］ やせ志向無
やせ志向有
（n=14） （n=20）（n=6） （n=37）
BMI18.5未満 BMI18.5－21.0
6　和洋女子大学紀要　第51集
結果ではなかった可能性が考えられた。低BMIでは骨への荷重不足により低骨量を招きやすい16）。しかし、
骨量への影響は体重の他に、運動や栄養などの要因もある。
　今回は、やせ志向者が減量行動を行っているか、どのような内容で行っているか等を検討していない。
今後、やせ志向者を継続的に他の要因についても検討する必要性が示された。
まとめ
　本研究では、女子大学生134名を対象にやせ志向と骨量との関係について検討した。その結果、
BMI18.5未満群および18.5以上21.0未満群は21.0以上25.0未満群に比べ骨量が有意に低値を示した。ま
た、BMI18.5未満でやせ志向を有していた者は骨量が低値傾向であり、縦断的な検討が必要であることが
示唆された。
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